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タ
イ
ト
ル 

『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝

鑑

定

家

～
「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！

」2
3

』 

 

登

場
人
物 

剛

田 

剛

田

質

店

の
店

主

。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

以

外

に
は
目

も
く
れ
な
い
鑑

定

家

。
優

雅

で
品

が
あ
る

言

動

が
持

ち
味

だ
が
、
ク
セ
が
強

す
ぎ
て
周

囲

か
ら

は
変

人

扱

い
さ
れ
る
こ
と
も
多

い
。
彼

の
信

条

は

『

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
優

雅

た
れ
』
。
口

癖

は
「

ゴ

ー
ジ
ャ
ス
！

」
。 

白

金 

剛

田

質

店

の
見

習

い
鑑

定

士

。
常

識

人

で
、
剛

田

の
奇

抜

な
価

値

観

に
毎

回

振

り
回

さ
れ

る
。
神

経

質

か
つ
心

配

性

で
、
お
宝

を
丁

寧

に
扱

う

こ
と
に
重

き
を
置

く
。 
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持

ち
主 

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
製

の
泡

だ
て
器

を
持

ち

込

ん
だ
若

い
女

性

。
純

粋

な
性

格

で
、
泡

だ
て
器

に

思

い
入

れ
が
あ
る
。 

そ
の
他

の
客

（
サ
ブ
キ
ャ
ラ
） 

剛

田

質

店

を
訪

れ
る

一

般

客

。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
は
な
い
品

物

を
持

ち
込

み
、
剛

田

に
一

蹴

さ
れ
る
役

回

り
。 

 

あ
ら
す
じ 

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
品

物

だ
け
を
扱

う
剛

田

質

店

。
あ
る

日

、
店

に
持

ち
込

ま
れ
た
の
は
「

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
製

の
泡

だ
て
器

」
。
美

し
い
が
実

用

性

の
怪

し
い
こ
の
品

物

を
前

に
、
剛

田

の
鑑

定

が
始

ま
る
。
果

た
し
て
剛

田

の
評

価

は
？

買

取

価

格

は
？ 

そ
し
て
白

金

は

ど
れ
だ
け
振

り
回

さ
れ
る
の
か
？ 

 

第

一
幕 
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シ
ー
ン1

：
剛

田

質

店

の
朝 

（
舞

台

中

央

に
豪

華

な
内

装

の
質

店

。
剛

田

が
大

き
な
椅

子

に
座

り
、
優

雅

に
紅

茶

を
飲

ん
で
い
る
。

白

金

は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
帳

簿

を
整

理

中

。
） 

剛

田

（
カ
ッ
プ
を
優

雅

に
持

ち
な
が
ら
） 

「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

白

金

（
帳

簿

を
見

な
が
ら
顔

を
上

げ
る
） 

「

ま
た

始

ま
り
ま
し
た
ね
、
店

主

。
」 

剛

田

（
微

笑

み
な
が
ら
） 

「

朝

の
紅

茶

か
ら
し
て
優

雅

で
あ
る
べ
き
だ
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
空

間

に
身

を
置

く
者

の
心

得

だ
よ
、
白

金

君

。
」 

白

金

（
た
め
息

） 

「

そ
う
で
す
ね
。
で
、
今

日

は
ど
ん

な
お
宝

が
舞

い
込

む
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
」 

剛

田

（
意

味

深

に
微

笑

む
） 

「

何

で
あ
れ
、
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
で
な
け
れ
ば
鑑

定

す
る
価

値

も
な
い
。
君

も
そ

ろ
そ
ろ
こ
の
真

理

を
理

解

す
る
と
い
い
。
」 
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（
店

の
ド
ア
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
開

く
音

。
若

い
女

性

（
持

ち
主

）
が
入

っ
て
く
る
。
手

に
不

思

議

な
光

を
放

つ

泡

だ
て
器

を
持

っ
て
い
る
。
） 

持

ち
主 

「

あ
の
、
こ
ち
ら
で
品

物

を
鑑

定

し
て
い
た

だ
け
る
と
聞

い
て…
。
」 

剛

田

（
立

ち
上

が
り
、
優

雅

に
歩

み
寄

る
） 

「

よ
う

こ
そ
、
剛

田

質

店

へ
！

そ
の
品

、
遠

目

か
ら
で
も
た

だ
者

で
は
な
い
と
分

か
り
ま
す
ぞ
。
」 

白

金

（
持

ち
主

の
手

元

を
覗

き
込

む
） 

「

え
っ
と
、

こ
れ
は…

泡

だ
て
器

で
す
か
？

」 

持

ち
主

（
頷

く
） 

「

は
い
、
で
も
普

通

の
泡

だ
て
器

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
！

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
で
で
き
て
い
る

ん
で
す
よ
。
」 

剛

田

（
目

を
輝

か
せ
る
） 

「

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
！

し
か

も
泡

だ
て
器…

。
実

に…
…

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

（
剛

田

、
白

金

を
手

招

き
し
て
持

ち
主

か
ら
品

物

を

受

け
取

る
。
） 
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第

二
幕 

シ
ー
ン2

：
鑑

定

開

始 

（
剛

田

は
泡

だ
て
器

を
大

事

そ
う
に
眺

め
、
ル
ー
ペ

を
取

り
出

し
て
鑑

定

を
始

め
る
。
） 

剛

田

（
深

く
頷

き
な
が
ら
） 

「

こ
の
輝

き…

柔

ら
か

な
曲

線

美…

。
間

違

い
な
く
一

級

品

だ
。
」 

白

金

（
困

惑

） 

「

い
や
、
で
も
所

詮

泡

だ
て
器

で
す

よ
ね
？

実

用

性

を
考

え
る
と
ち
ょ
っ
と…

。
」 

剛

田

（
キ
ッ
と
白

金

を
見

て
） 

「

白

金

君

！

こ
の
世

に
実

用

性

だ
け
で
測

れ
る
価

値

な
ど
な
い
！

美

し

さ
、
儚

さ
、
そ
し
て…

夢

。
そ
れ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
本

質

だ
！

」 

白

金

（
た
め
息

） 

「

で
も
、
こ
れ
で
泡

立

て
る
た
び
に

石

が
欠

け
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

」 
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剛

田 

「

そ
こ
だ
！

そ
の
危

う
さ
こ
そ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス

…
。
普

通

で
は
な
い…

。
非

凡

な
輝

き
が
こ
こ
に
あ
る

の
だ
！

」 

（
剛

田

、
品

物

を
手

に
取

り
舞

台

中

央

で
熱

弁

を

始

め
る
。
） 

剛

田 

「

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
は"
希

望"

と"

直

感"

の

象

徴

。
こ
の
泡

だ
て
器

で
ク
リ
ー
ム
を
泡

立

て
る
た

び
に
、
使

用

者

の
夢

が
掻

き
立

て
ら
れ
る
の
だ
。
考

え
た
ま
え
、
白

金

君

！

美

し
い
ク
リ
ー
ム
の
渦

が
月

光

の
よ
う
に
輝

く
瞬

間…

。
そ
れ
こ
そ
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！

」 

白

金 

「

い
や
、
僕

に
は
全

然

想

像

で
き
な
い
で
す
け

ど
。
」 

（
剛

田

は
泡

だ
て
器

を
手

に
取

り
、
実

際

に
使

っ
て

み
る
こ
と
を
決

意

。
） 

剛

田 

「

論

よ
り
証

拠

だ
。
白

金

君

、
ボ
ウ
ル
と
生

ク
リ
ー
ム
を
用

意

し
た
ま
え
。
」 
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（
白

金

が
戸

惑

い
な
が
ら
も
用

意

す
る
。
剛

田

、
優

雅

に
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
作

り
始

め
る
。
泡

立

て

る
た
び
に
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
美

し
い
光

が
輝

く
。
） 

剛

田 

「

見

た
ま
え
、
こ
の
光

！

そ
し
て
、
こ
の
滑

ら

か
な
手

応

え
！

こ
れ
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
真

髄

だ
！

」 

白

金

（
呆

然

と
し
な
が
ら
） 
「

で
も
、
普

通

に
泡

だ

て
器

と
し
て
使

え
て
る
の
が
逆

に
す
ご
い
で
す…

。
」 

（
完

成

し
た
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
二

人

で
試

食

す

る
。
） 

剛

田

（
満

足

げ
に
） 

「

美

味

な
り
！

や
は
り
品

格

あ
る
道

具

が
作

る
も
の
も
ま
た
品

格

を
持

つ
の

だ
。
」 

白

金

（
驚

き
な
が
ら
） 

「

確

か
に…

美

味

し
い
。
」 

シ
ー
ン3

：
別

の
顧

客

の
登

場 

（
店

に
別

の
顧

客

が
や
っ
て
く
る
。
彼

は
普

通

の
壊

れ
た
時

計

を
持

ち
込

む
。
） 
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顧

客 

「

こ
の
時

計

、
鑑

定

し
て
も
ら
え
ま
す
か
？

」 

剛

田

（
一

目

見

て
） 

「

こ
の
品

、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
は
な

い
！

当

店

に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
だ
！

」 

顧

客

（
困

惑

） 
「

で
、
で
も…

祖

父

が
大

切

に
し
て

た
時

計

で…

。
」 

剛

田 

「

美

し
い
思

い
出

は
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
。
だ
が
、
そ

れ
を
商

品

価

値

に
置

き
換

え
る
の
は
別

次

元

の
話

だ
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
た
る
も
の
、
超

越

せ
ね
ば
な
ら

ん
！

」 

白

金

（
小

声

で
） 

「

い
や
、
も
う
少

し
優

し
く
説

明

し
て
も…

。
」 

（
顧

客

が
去

り
、
白

金

は
た
め
息

を
つ
く
。
） 

白

金 

「

こ
う
い
う
の
、
商

売

的

に
は
ど
う
な
ん
で
し

ょ
う
か…

？

」 

剛

田 

「

商

売

と
は
美

を
追

求

す
る
冒

険

な
の
だ

よ
、
白

金

君

！

」 
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第

三
幕 

シ
ー
ン4

：
価

格

発

表 

（
剛

田

が
計

算

用

の
ノ
ー
ト
を
広

げ
、
計

算

し
な
が

ら
独

り
言

を
言

う
。
） 

剛

田 

「

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
市

場

価

格

、
希

少

性

、

そ
し
て
こ
の
唯

一

無

二

の
デ
ザ
イ
ン…
。
総

合

的

に

見

て…

。
」 

剛

田

（
持

ち
主

に
向

き
直

る
） 

「

こ
の
泡

だ
て
器

、

当

店

で
は…

…
3
0
0

万

円

で
買

取

ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
！

」 

持

ち
主

（
驚

き
な
が
ら
） 

「

そ
、
そ
ん
な
に
高

く
！

？

」 

白

金

（
目

を
丸

く
す
る
） 

「

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ

い
！

そ
ん
な
高

値

つ
け
た
ら
店

が
赤

字

に…

。
」 
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剛

田

（
静

か
に
白

金

を
制

す
る
） 

「

白

金

君

、
赤

字

を
恐

れ
て
い
て
は
真

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
は
到

達

で
き

ん
。
」 

（
持

ち
主

は
涙

ぐ
み
な
が
ら
お
礼

を
言

い
、
泡

だ
て

器

を
置

い
て
店

を
出

て
い
く
。
） 

白

金

（
頭

を
抱

え
る
） 

「

ど
う
す
る
ん
で
す
か
、
こ

れ…

？

」 

剛

田

（
満

足

げ
に
泡

だ
て
器

を
眺

め
て
） 
「

美

し
さ

と
は
、
時

に
リ
ス
ク
を
伴

う
も
の
だ
。
そ
れ
が
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
の
宿

命

さ
。
」 

（
白

金

は
呆

れ
つ
つ
も
、
少

し
だ
け
剛

田

の
言

葉

に

感

化

さ
れ
た
よ
う
な
表

情

を
見

せ
る
。
） 

第

三
幕 

シ
ー
ン4

：
エ
ピ
ロ
ー
グ 

（
深

夜

。
剛

田

質

店

は
閉

店

し
、
店

内

は
薄

暗

い
。

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
製

の
泡

だ
て
器

が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
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を
浴

び
て
、
き
ら
め
い
て
い
る
。
そ
の
光

を
頼

り
に
、

剛

田

が
そ
っ
と
泡

だ
て
器

を
手

に
取

る
。
） 

剛

田

（
小

声

で
） 

「

静

寂

の
中

で
感

じ
る
こ
の
輝

き

…

。
ま
さ
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
極

み
だ
。
」 

（
剛

田

、
生

ク
リ
ー
ム
の
ボ
ウ
ル
を
取

り
出

し
、
泡

だ

て
器

を
優

雅

に
動

か
し
始

め
る
。
泡

だ
て
る
動

作

も

舞

う
よ
う
に
美

し
い
。
） 

剛

田 

「

美

し
さ
と
実

用

性

が
融

合

す
る
瞬

間…

こ

れ
ぞ
、
至

高

の
ア
ー
ト
。
」 

（
ク
リ
ー
ム
が
完

璧

に
泡

立

ち
、
剛

田

が
そ
れ
を
ス

プ
ー
ン
で
す
く
い
、
味

見

を
す
る
。
） 

剛

田

（
恍

惚

の
表

情

で
） 

「

こ
の
滑

ら
か
さ
、
こ
の

甘

さ…

。
や
は
り
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
道

具

が
生

む
成

果

は
、
格

別

だ
。
」 

（
そ
の
と
き
、
後

方

か
ら
電

気

が
カ
チ
ッ
と
つ
き
、
白

金

が
寝

間

着

姿

で
現

れ
る
。
） 
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白

金

（
怒

り
を
抑

え
な
が
ら
） 

「

店

主

！

ま
た
勝

手

に
使

っ
て
る
ん
で
す
か
！

？

」 
剛

田

（
驚

き
な
が
ら
も
す
ぐ
に
優

雅

に
振

る
舞

う
） 

「

白

金

君

、
深

夜

は
静

け
さ
と
神

秘

の
時

間

だ
。
こ

の
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
が
最

も
輝

く
時

を
逃

す
わ
け
に

は
い
か
ん
だ
ろ
う
？

」 

白

金 

「

い
い
加

減

に
し
て
く
だ
さ
い
！

こ
の
前

も
言

い
ま
し
た
よ
ね
？

お
宝

を
勝

手

に
使

っ
た
ら
価

値

が

下

が
る
っ
て
！

」 

剛

田

（
し
れ
っ
と
） 

「

し
か
し
、
こ
の
泡

立

て
器

の
真

の
価

値

は
使

わ
れ
る
こ
と
で
輝

く
の
だ
よ
。
ほ
ら
、
こ

の
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
て
み
た
ま
え
。
」 

（
白

金

は
呆

れ
な
が
ら
も
、
差

し
出

さ
れ
た
ク
リ
ー

ム
を
ひ
と
口

す
く
っ
て
食

べ
る
。
） 

白

金

（
驚

き
な
が
ら
） 

「

確

か
に…

美

味

し
い
。
け

ど
！

そ
ん
な
問

題

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
！

」 
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剛

田

（
満

足

げ
に
微

笑

む
） 

「

美

味

し
さ
も
ま
た
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
の
一

部

だ
。
白

金

君

、
こ
れ
も
鑑

定

士

と

し
て
の
修

行

だ
と
思

っ
て
受

け
入

れ
た
ま
え
。
」 

白

金

（
た
め
息

） 
「

修

行

ど
こ
ろ
か
、
店

が
赤

字

に

な
る
の
が
先

で
す
よ…
。
ち
ゃ
ん
と
寝

て
く
だ
さ

い
。
」 

（
白

金

、
泡

だ
て
器

を
取

り
上

げ
、
奥

へ
持

っ
て
い
こ

う
と
す
る
。
） 

剛

田

（
追

い
か
け
て
） 

「

待

っ
て
く
れ
！

明

日

の
朝

食

用

に
も
う
一

度

だ
け…

！

」 

白

金

（
振

り
返

り
、
一

喝

） 

「

ダ
メ
で
す
！

も
う
寝

て
く
だ
さ
い
！

」 

（
剛

田

は
し
ぶ
し
ぶ
手

を
引

っ
込

め
、
ソ
フ
ァ
に
座

り

直

す
。
白

金

が
泡

だ
て
器

を
奥

に
し
ま
う
音

が
聞

こ

え
る
。
） 

（
舞

台

が
暗

転

し
、
剛

田

が
小

声

で
独

り
言

を
つ
ぶ

や
く
。
） 
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剛

田 

「

や
れ
や
れ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
道

も
一

筋

縄

で

は
い
か
ん
な…

。
明

日

の
朝

こ
そ
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
一

日

を…
。
」 

（
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
製

の
泡

だ
て

器

を
再

び
照

ら
し
、
剛

田

の
「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
！

」
と
い
う
声

が
響

き
渡

る
。
） 

（
幕

。
） 

 

尺

割 

1
.  

第

一

幕

：
剛

田

質

店

の
朝

（1
0

分

） 

o
 

シ
ー
ン1

: 

剛

田

と
白

金

の
日

常

の
や

り
取

り
（5

分

） 

o
 

客

が
来

店

し
、
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
製

の

泡

だ
て
器

を
持

ち
込

む
（5

分

） 

2
.  

第

二

幕

：
鑑

定

開

始

（3
0

分

） 

o
 

シ
ー
ン2

: 

剛

田

が
泡

だ
て
器

を
鑑

定

し
、
価

値

を
熱

弁

（1
5

分

） 
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▪
 

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
石

言

葉

や

美

し
さ
を
力

説 

▪
 

白

金

と
の
コ
ミ
カ
ル
な
掛

け
合

い 

o
 

シ
ー
ン3

: 

実

際

に
泡

だ
て
器

を
使

っ

て
ク
リ
ー
ム
作

り
（1

5

分

） 

▪
 

実

験

的

に
ク
リ
ー
ム
を
作

る
様

子

と
剛

田

の
優

雅

な
動

作

を

描

写 

▪
 

完

成

し
た
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
、

驚

く
リ
ア
ク
シ
ョ
ン 

3
.  

第

三

幕

：
結

果

発

表

と
エ
ピ
ロ
ー
グ
（4
0
分

） 

o
 

シ
ー
ン4

: 

買

取

価

格

の
発

表

（1
0

分

） 

▪
 

剛

田

が
慎

重

に
計

算

し
、
驚

き

の
価

格

を
提

示 

▪
 

持

ち
主

の
感

動

、
白

金

の
困

惑 

o
 

シ
ー
ン5

: 

深

夜

の
泡

だ
て
器

事

件

（
エ
ピ
ロ
ー
グ
）
（1

0

分

） 

▪
 

剛

田

が
再

び
泡

だ
て
器

を
使

っ

て
ク
リ
ー
ム
作

り 
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▪
 

白

金

に
怒

ら
れ
る
が
、
最

後

ま

で
剛

田

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
精

神

は

変

わ
ら
な
い 

o
 

幕

引

き: 

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
の
輝

き
を
舞

台

全

体

で
見

せ
、
剛

田

の
名

言

で
締

め
く
く
る
（5

分 

 


